
国
絵
図
改
め
の
文
書
を
読
む 

解
答 

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
正
月  

史
料 

乍
恐
以
返
答
書
願
上
候
口
上
之
覚(

国
絵
図
改
ニ
付) 

〔
高
橋(

周)

家
文
書
№
三
六
四
〕 

 

【
釈
文
】 

乍
恐
以
返
答
書
申
上
候
口
上
之
覚 

 
 
 
 
 

池
田
新
兵
衛
御
代
官
所 

 
 
 
 
 
 
 

上
州
緑
埜
郡
肥
土
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

名
主 

清
左
衛
門 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

彦
四
郎 

 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

組
頭 
八
郎
兵
衛 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

五
右
衛
門 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

返
答
人 

 
 
 
 

同 
 

平
兵
衛 
 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

七
左
衛
門 
㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

惣
右
衛
門 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

忠
右
衛
門 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

彦
右
衛
門 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

平
八
郎 

 

㊞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 
 

弥
市
郎 

 

㊞ 

  
 
 
 
 

大
橋
与
惣
右
衛
門
様
御
知
行
所 

 
 
 
 
 
 
 

武
州
賀
美
郡
本
安
保
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

相
手 

名
主 

九
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

組
頭 

四
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 

雨
宮
近
江
守
様
御
知
行
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
村 

 
 

同 
 

名
主 

三
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

組
頭 

九
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 

雨
宮
三
郎
四
郎
様
御
知
行
所 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
村 

 
 

同 
 

名
主 

小
平
次 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

組
頭 

五
右
衛
門 

 

一
今
度
御
國(
国)
繪(

絵)

図
御
改
ニ

付
、
去
々
年
辰

之

十
一
月
酒
井
雅
楽
頭
様
御 

 

内
熊
谷
平
左
衛
門
殿
・
犬
塚
又
内
殿
御
廻
状
ニ

付
前
橋
江

罷
出
、 

 

先
規
之
御
国
繪
図
ニ

替
地
有
之
候
哉
と

御
尋
被
成
候
、
右 

 

拝
見
仕
候
御
繪
図
之
通
り

相
違
無
御
座
段
、
證(

証)

文
指
上
ケ 

 

申
候
、
尤
上
州
・
武
州
境
之
儀
ハ
上
ゟ
下
迄
神
流
川
境
ニ

而 

 

御
座
候
御
事 

一
肥
土
村
之
義
、
往
古
者

居
村
之
東
を
神
流
川
流
、
今
以 

 

旧
跡
少
々
水
流
申
候
、
当
分
流
申
候
村
ゟ
西
之
川
者
新
川
ニ
而 

 

御
座
候
、
去
巳

ノ

二
月
中
平
岡
十
左
衛
門
様
御
手
代
清
水
郷
右
衛
門
殿 

 

両
国
境
御
改
之
節
ゟ
安
保
村
之
者
先
規
之
古
川
と

申
上
候 

 

弐
百
六
拾
間
余
之
所
者
古
川
ニ
而

無
御
座
候
、
肥
土
村
之 

 

三
百
八
拾
三
石
壱
舛(

升)

八
合
之
内
、
往
古
ゟ
之
畑
敷
ニ
而

居
藪
ニ 

 

仕
立
申
候
、
古
か
ふ
よ
り
生
へ
申
候
木
、
当
分
目
通
り

三
尺 

 

五
・
六
寸
廻
て
、
雑
木
三
百
四
・
五
拾
本
、
其
外
竹
御
座
候
而

、 

 

御
年
貢
上
納
支
配
仕
来
り

申
候
、
此
藪
續(

続)

ニ

畑
共
御
座
候
而

、 

 

御
水
帳
載
り

来
申
儀
、
紛
無
御
座
候
、
安
保
村
ゟ
両
国
之
境 

 

古
川
と

横
道
成
義
申
上
候
、
去
巳

ノ

二
月
清
水
郷
右
衛
門
殿
も 

 

先
規
之
境
之
通
り

仕
候
様
ニ
と

安
保
村
へ

被
仰
候
へ
共
、
合
点 

 

不
仕
候
御
事 

一
正
保
二
年
武
蔵
之
御
国
繪
之
節
、
安
保
村
之
者
共
と

立
合 

 

境
相
立
申
候
と

安
保
村
ゟ
申
上
候
段
、
大
き
成
偽
事
ニ
而 

 

御
座
候
、
安
保
村
ゟ
境
と

申
上
候
場
所
ハ

元
来
肥
土
村
分
ニ
而

、 

 

酒
井
雅
楽
頭
様
御
領
替
、
下
嶋
甚
右
衛
門
様
御
代
官
所
ニ

罷
成
り
、 

 

松
平
助
之
丞
様
、
能
勢
三
十
郎
様
江

相
渡
り

、
其
後
市
川
孫
右
衛
門
様
、 

 

当
分
池
田
新
兵
衛
様
迄
御
年
貢
・
御
役
義
勤
来
り

申
候
、
右
之 

 

場
所
安
保
村
之
者
申
出
候
通
り

両
國
境
罷
成
り

申
候
得
者
、 

 

肥
土
村
之
高
三
百
八
拾
三
石
壱
舛
八
合
之
内
不
足
仕
候
、
尤 



 
両
國
境
之
義
者
安
保
村
ゟ
五
明
堀
と

申
出
候
古
川
境
ニ

御 

 

座
候
、
結
句
安
保
村
ゟ
当
村
地
内
之
芝
附
へ

押
込
開
発 

 

仕
候
、
内
々
境
奉
願
度
奉
存
候
所
ニ

、
小
村
之
儀
力
ニ

及 

 

不
申
延
引
仕
候
御
事 

右
之
通
り

被 

聞
召
上
、
以
御
慈
悲
先
規
之
境
通
り 

被
為 

仰
付
被
下
候
者
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上 

 

元
禄
十
五
年
午

正
月 

 
 

御
奉
行
様 

 

【
読
み
下
し
】 

恐
れ
な
が
ら
返
答
書
を
以
て
申
し
上
げ
候
口
上
の
覚 

  
 
( 

中 

略 
) 

 

一
、
今
度
御
国
絵
図
御
改
に
付
き
、
去
々
年
辰(

元
禄
十
三
年)
の
十
一
月
酒
井
雅

楽
頭
様
御
内
熊
谷
平
左
衛
門
殿
・
犬
塚
又
内
殿
御
廻
状
に
付
き
前
橋
へ
罷
り

出
、
先
規
の
御
国
絵
図
に
替(

変)

地
こ
れ
有
り
候
哉
と
御
尋
ね
成
さ
れ
候
、

右
拝
見
仕
り
候
御
絵
図
の
通
り
相
違
御
座
な
き
段
、
証
文
指
し
上
げ
申
し
候
、

尤
も
上
州
・
武
州
境
の
儀
は
上
よ
り
下
ま
で
神
流
川
境
に
て
御
座
候
御
事 

一
、
肥
土
村
の
義
、
往
古
は
居
村
の
東
を
神
流
川
流
れ
、
今
以
っ
て
旧
跡
少
々
水

流
れ
申
し
候
、
当
分
流
れ
申
し
候
村
よ
り
西
の
川
は
新
川
に
て
御
座
候
、
去

巳(

元
禄
十
四
年)

の
二
月
中
平
岡
十
左
衛
門
様
御
手
代
清
水
郷
右
衛
門
殿
両

国
境
御
改
の
節
よ
り
安
保
村
の
者
先
規
の
古
川
と
申
し
上
げ
候
弐
百
六
拾
間

余
の
所
は
古
川
に
て
御
座
な
く
候
、
肥
土
村
の
三
百
八
拾
三
石
壱
升
八
合
の

内
、
往
古
よ
り
の
畑
敷
に
て
居
藪
に
仕
立
て
申
し
候
古
株
よ
り
生
え
申
し
候

木
、
当
分
目
通
り
三
尺
五
・
六
寸
廻
り
て
、
雑
木
三
百
四
・
五
拾
本
、
其
の

外
竹
御
座
候
て
、
御
年
貢
上
納
支
配
仕
り
来
た
り
申
し
候
、
こ
の
藪
続
き
に

畑
共
御
座
候
て
、
御
水
帳
載
り
来
た
り
申
す
儀
、
紛
れ
御
座
な
く
候
、
安
保

村
よ
り
両
国
之
境
古
川
と
横
道
成
る
義
申
し
上
げ
候
、
去
巳(

元
禄
十
四
年)

の
二
月
清
水
郷
右
衛
門
殿
も
先
規
の
境
の
通
り
仕
り
候
様
に
と
安
保
村
へ
仰



ら
れ
候
え
ど
も
、
合
点
仕
ら
ず
候
御
事 

一
、
正
保
二
年
武
蔵
の
御
国
絵(

図
脱)

の
節
、
安
保
村
の
者
共
と
立
ち
合
い
、
境

相
立
て
申
し
候
と
安
保
村
よ
り
申
し
上
げ
候
段
、
大
き
成
る
偽
事
に
て
御
座

候
、
安
保
村
よ
り
境
と
申
し
上
げ
候
場
所
は
元
来
肥
土
村
分
に
て
、
酒
井
雅

楽
頭
様
御
領
替
、
下
嶋
甚
右
衛
門
様
御
代
官
所
に
罷
り
成
り
、
松
平
助
之
丞

様
、
能
勢
三
十
郎
様
へ
相
渡
り
、
其
の
後
市
川
孫
右
衛
門
様
、
当
分
池
田
新

兵
衛
様
ま
で
御
年
貢
・
御
役
義
勤
め
来
た
り
申
し
候
、
右
の
場
所
安
保
村
の

者
申
し
出
候
通
り
両
国
境
に
罷
り
成
り
申
し
候
え
ば
、
肥
土
村
の
高
三
百
八

拾
三
石
壱
升
八
合
の
内
不
足
仕
り
候
、
尤
も
両
国
境
の
義
は
安
保
村
よ
り
五

明
堀
と
申
し
出
候
古
川
境
に
御
座
候
、
結
句
安
保
村
よ
り
当
村
地
内
の
芝
附

(

生)

へ
押
し
込
め
開
発
仕
り
候
、
内
々
境
願
い
奉
り
た
く
存
じ
奉
り
候
所
に
、

小
村
の
儀
力
に
及
び
申
さ
ず
延
引
仕
り
候
御
事 

右
の
通
り
聞
し
召
し
あ
げ
ら
れ
、
御
慈
悲
を
以
て
先
規
の
通
り
仰
せ
付
け
さ
せ

ら
れ
下
さ
れ
候
は
ば
、
有
難
く
存
じ
奉
る
べ
く
候
、
以
上 

  
 
( 

後 

略 
) 


